譲渡契約書	Comment by 作成者: 「権利を代表者に集めるための覚書」を作成したとしても、それだけでは代表者が権利を保有するだけである。そこで、代表者から会社に権利を移転させるために、この「譲渡契約書」を作成する。

○○○○を甲とし、株式会社●●●●を乙として、甲と乙は次のとおり譲渡契約を締結する。	Comment by 作成者: 権利を集めた代表者名を記載する。	Comment by 作成者: 会社名を記載する。

第1条（権利の譲渡）　
甲は乙に対し、甲らが開発した○○○○の事業における関する権利（特許を受ける権利、意匠登録を受ける権利、著作権（著作権法第２７条及び第２８条に規定されている権利も含む）等の知的財産権を含むがこれらに限らない）を、無償で譲渡する。	Comment by 作成者: 対象となる事業を特定するため、チーム名等を記載する	Comment by 作成者: 著作権法27条の権利（翻訳権、翻案権等）及び同28条の権利（二次的著作物に関する原著作者の権利）については、譲渡の対象となることを譲渡契約の中に明記しておく必要がある（著作権法61条2項）。	Comment by 作成者: 権利移転時までに、当該権利から収益が発生している場合には譲渡人または譲受人に税金がかかる可能性がある。
年　　月　　日
（甲）
住所

氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

（乙）
住所
名称
代表者　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
